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度
を
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り
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先
日
、
第
五
十
八
回
卒
業
証
書
授
与
式

が
行
わ
れ
、
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
見
守
る
中
、
二
十
一
名
の
卒
業
生

が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
生
徒
会
長

阿
部
さ
ん
と
卒
業
生
代
表
白
木
さ
ん
は
、

送
辞
と
答
辞
を
通
し
て
三
年
間
の
思
い
出

や
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
、
心
温
ま
る

式
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

堂
々
と
し
た
授
与
式
と
は
対
照
的
に
、
合

唱
の
場
面
で
は
卒
業
生
た
ち
が
感
極
ま
っ

て
涙
を
流
し
な
が
ら
歌
い
続
け
、
こ
の
光

景
に
は
在
校
生
や
参
加
者
も
深
く
感
動
し

ま
し
た
。
下
級
生
へ
良
い
手
本
を
示
し
た

卒
業
生
た
ち
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
持
ち

つ
つ
、
彼
ら
の
未
来
が
さ
ら
に
輝
か
し
い

も
の
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

令
和
五
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移

行
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
に
お
い
て
は
大

き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク

の
着
用
、
対
面
給
食
や
活
動
、
合
唱
等
、

こ
れ
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
解

放
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
が
響 

き
渡
る
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
表
情
も
見

え
る
よ
う
に
な
り
、
笑
顔
も
広
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
体
育
祭
や
学
校
祭
、
参
観
日

等
の
地
域
公
開
の
再
開
や
、
職
場
体
験
、

ダ
ン
ス
や
ス
キ
ー
学
習
、
社
会
福
祉
学
習

等
の
場
面
で
、
地
域
の
方
々
が
教
育
活
動

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
も
多
く
な

り
、
地
学
協
働
の
活
動
も
一
層
充
実
し
、

豊
か
な
教
育
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

三
月
七
日
に
は
石
狩
教
育
局
の
田
中
局

長
が
来
校
し
、
全
道
の
中
学
校
で
二
校
し

か
選
ば
れ
て
い
な
い
北
海
道
教
育
実
践
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
今
年

度
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
積
極
的
な
活
用
や
上
記
の
よ
う
な
地

域
総
が
か
り
に
よ
る
ふ
る
さ
と
教
育
等
、

こ
こ
数
年
の
持
続
的
な
教
育
活
動
の
成
果

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

四
年
間
を
ピ
ン
チ
と
せ
ず
に
、
新
し
い
力

を
身
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
挑
戦
を
続
け
、
ア
イ

デ
ィ
ア
と
工
夫
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

た
結
果
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
生
徒
が
主
体
的
に
よ
り
よ
い
学

校
生
活
を
形
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
校
則
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

二
月
の
学
校
だ
よ
り
で
報
告
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
自
分
た
ち
で
考
え
た
校
則
の
試

行
や
検
証
を
行
い
、
先
月
、
阿
部
会
長
と

長
岡
書
記
長
か
ら
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
昭
和
の
時
代

の
よ
う
な
校
則
を
使
っ
て
子
ど
も
を
取
り

締
ま
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
決
め

た
校
則
に
基
づ
き
、
自
分
た
ち
で
責
任
を

持
ち
、
考
え
、
生
活
を
改
善
し
て
い
け
る

力
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま

し
た
。
阿
部
会
長
と
長
岡
書
記
長
か
ら

「
生
活
し
や
す
い
学
校
に
す
る
た
め
に
必

要
な
活
動
だ
っ
た
」「
校
則
に
関
す
る
意
識

が
高
ま
っ
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、

集
団
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
視
点
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
伝

統
が
築
か
れ
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
は
、
今
年
度

の
本
校
の
教
育
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
温

か
い
支
援
の
お
か
げ
で
、
生
徒
た
ち
が
自

ら
学
校
生
活
を
築
き
、
成
長
す
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
社
会
の
創
り
手
と
し
て
成
長
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

  

三
月
十
四
日
（
木
）
に
三
年
生
二
十
一

名
が
新
篠
津
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
き
ま

し
た
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
保
護
者
・
来

賓
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
、
証
書
授
与
、
合

唱
、
喜
び
と
別
れ
の
言
葉
と
感
動
の
あ
る

温
か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
生
が
中

学
校
で
の
経
験
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

                

新
年
度
の
教
職
員
人
事
に
よ
り
二
名
の 

教
職
員
が
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
挨
拶
の

言
葉
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

  

令
和
五
年
度 

学
校
だ
よ
り 

第
二
十
三
号 

 

【前文】 先人の熱いこころを受け継

いでふるさとに生きる力を育む 

【教育目標】 

真理を探究する人 

友情を大切にする人 

創造し実践する人 
健康で明朗な人 
 

【教育推進スローガン】 

自立・感謝
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佐藤 哲 教諭 （２年間勤務 江別市に異動） 
 
２年前、赴任前日に学校を見に新篠津に来た日のことが昨日のよう

です。その日は快晴で、どこまでも広く澄んだ青空を見上げて、こん

なところで育つ子どもたちはどんな感じなんだろうと、ワクワクした

のを憶えています。そして、初めて出会った子たちは、新篠津の澄ん

だ青空そのものだったことに感動しました。 

ほんとうにあっという間の二年間でした。子どもたちからは、たく

さんの幸せな時間をもらいました。どんな小さなことにも、純粋に一

生懸命に取り組むその姿から、多くのことも教えてもらいました。ま

た、保護者の皆様には、学校でのあらゆる場面で、ほんとうに手厚い

ご協力を頂き、心から感謝しています。担任として、二年間思ったよ

うにやってこられたのも、いつも保護者の皆様に温かく見守って頂い

ているという安心感があったからこそだと思っています。ほんとうに

ありがとうございました。 

新天地で、新篠津の子どもたちに負けないよう頑張ります。二年

間、ほんとうにお世話になりました。 

 

小川 琢治 教頭 （２年間勤務 石狩市に異動） 
 
新篠津村に住むようになって感動したこと。夕方にグラウンドに沈

む真っ赤な夕日、美味しいお米、そして給食。公宅の周りに集まって

くる様々な動物たち。温泉やレストラン、充実した運動環境…。 

そして生徒も保護者も地域に住んでいる方も思いやりのある方ばか

りで住めば住むほど居心地が良くなりました。 

 初めての教頭としての勤務であり、特に１年目は学校のことも地域 

のことも何もわからないことばかりでしたが、子どもたち、保護者、 

教育委員会をはじめ役場、小学校、高等養護学校、JA 新しのつ、新篠

津交通、自治センター…とにかく村中の方にお世話になり、何とか学

校運営をすることができました。本当にありがとうございました。 

 「地域と歩む持続可能な教育体制の実現」が今、求められています

が、「新しのつめざす子ども像」を地域と一体となって制定した新篠津

村はまさにそれが実現している地域だと思います。どうか、これから

も子どもたちを村全体で育て、また中学校にも引き続き、ご支援をお

願いします。お世話になりました。 

 

  

 
 

  

３年生が卒業を前にお世話になった地域

の皆様に感謝の言葉を伝えました。３年間

本当にお世話になりました。ありがとうご

ざいました。 

＜ご挨拶した皆様＞ 

・石塚村長 荒谷教育長 

・JA 新しのつ 長屋代表理事組合長  

市川専務理事 

・スクールバス運転手 河原さん 

           深瀬さん  

 


